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■ 研究テーマ
真核生物において、ゲノムは「DNA→ヌクレオソーム→クロマチン→染色体」といった階層的な構造を形成して、核
内に収納されている。従来のゲノム情報に加えて、エピジェネティクスの分子機構やENCODEプロジェクトの進展を理
解するためには、ゲノムの階層構造という視点から遺伝子発現制御機構を研究することが重要である。私の研究室で
は、出芽酵母をモデル生物として、「DNAの高次構造」、「クロマチン」、「転写制御」をキーワードにして、独創
的な研究を目指している。
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